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溺第　3　6　2　号漆

毎　月10日・25日

福　岡　県　遠　賀　都

水　巻　町　発　行

変りゆく古賀・梅ノ木地区

日本住宅公団では、古賀・梅ノ木地区に賃貸住宅・分譲住宅（鉄筋コンクリ

二ト5階建、一部8階及び11階建）を建設していますが、51年度に580戸、52
．・二

竺暫520戸の完成を予定しています0
なお、この団地の入居の募集は後日、広報でお知らせします。
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盆

　

休

　

み

　

　

　

一

8
月
1
4
・
1
5
日
は
、
盆
休
み
一

の
た
め
役
場
は
業
務
を
休
ま
せ
一

て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
　
　
　
一
ｌ



青
少
年
の
非
行
化
－
。

そ
れ
は
社
会
や
生
活
様
式
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
現
在
、
青
少
年
の
意
論
や
行
動
に
も
微
妙
な
影
響
を
与
え
、

身
体
的
な
成
熟
は
あ
っ
て
も
、
精
神
的
に
不
安
定
な
こ
の
時
期
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
悪
い
環
境
で
非
行
化
に
な
り

が
ち
で
す
。

青
少
年
が
非
行
に
走
る
原
因
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

口
㌍
い

年

Ｏ

Ｕ
曽
ｑ
題
「
一

は
理
解
と
愛
情

ｌ肌Ｉｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ　昭和51年8月10日　間淵Ⅷ棚脚榔酢貼附Ⅲ腑順田ⅢⅢ肌用Ⅲ

最
近
少
年
の
非
行
は
、
ま
す
ま
す
複

雑
に
な
り
、
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
．

っ
て
い
ま
す
。
現
在
お
と
な
を
含
め
た

全
犯
罪
の
四
五
％
が
少
年
た
ち
に
よ
る

も
の
で
、
し
か
も
弱
年
少
化
、
及
び
女

子
の
非
行
の
急
激
な
増
加
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。
青
少
年
の
非
行
化
の
背
景
に
は
、
少

年
自
身
の
モ
ラ
ル
の
欠
如
、
家
庭
に
お

け
る
し
つ
け
の
不
足
、
人
間
的
結
合
の

希
醇
化
、
そ
し
て
地
域
社
会
の
非
行
抑

止
機
能
の
低
下
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
．
次
代
を
に
な
う
青
少
年
の
非
行

犯
罪
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
き

な
社
会
的
損
失
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち

お
と
な
の
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。

非
行
少
年
の
特
徴
と
し
て
は
、
精
神

的
に
不
安
定
で
衝
動
的
で
す
。
態
度
や

行
動
は
敵
対
心
が
強
く
、
ま
た
計
画
性

に
乏
し
い
よ
う
で
す
。

家
庭
的
に
は
理
解
、
愛
情
、
安
定
性

ま
た
は
道
徳
性
に
乏
し
い
家
庭
で
、
保

護
者
や
指
導
者
と
し
て
適
切
で
な
い
親

に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多

年齢別の非行
県内の刑法犯少年のうち15歳の少年の非行が最も多
く、1．390人（17％）を占めています。
また、13－16歳の少年だけで全体の64％を占めて
います。

い
。
ま
た
、
放
任
や
で
き
愛
な
ど
の
親

の
態
度
が
危
険
で
す
。

「
ま
さ
か
う
ち
の
子
に
限
っ
て
・
：
…

」
な
ど
と
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
経
済

的
に
恵
ま
れ
た
普
通
家
産
の
少
年
に
非

行
が
多
く
、
非
行
の
一
般
化
・
ま
ん
延

化
が
進
ん
で
い
ま
す
．

幼
い
頃
か
ら
善
悪
の
け
じ
め
を
正
し

く
し
つ
け
て
、
大
人
自
身
も
正
し
い
生

活
を
心
が
け
、
少
年
の
模
範
と
な
る
こ

と
も
大
切
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
青
少
年

を
守
る
に
は
、
一
つ
の
家
庭
、
三
の

学
校
だ
け
で
果
た
し
得
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
の
み
ん
な
が
葛
剣
に

考
え
、
他
人
の
子
も
わ
が
子
と
同
じ
気

持
ち
で
見
守
り
た
い
も
の
で
す
。

一

非

行

の

実

態

福
岡
県
下
で
非
行
に
よ
り
補
導
さ
れ

た
少
年
は
、
昨
年
中
だ
け
で
九
万
五
千

五
百
八
十
四
人
で
、
少
年
人
口
（
十
歳

～
十
九
歳
）
千
人
あ
た
り
百
五
十
五
人

に
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
刑
法
犯
少
年

は
七
千
九
軍
手
四
人
で
、
千
人
あ
た

り
十
二
・
八
人
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

．
こ
の
中
の
八
一
ｒ
財
は
児
童
・
生
徒
で
、

特
に
中
学
生
が
四
四
％
も
占
め
て
お

り
、
そ
の
他
高
校
生
二
六
％
、
小
学
生

九
％
、
有
職
少
年
一
〇
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

犯
〓
罪
　
の
種
類

▼
窃
盗

刑
抹
犯
少
年
の
七
六
％
は
万
引
、
乗

り
物
喝
　
店
舗
荒
し
な
ど
の
窃
盗
で

す
。
時
に
万
引
き
は
、
約
二
千
三
百
人

の
少
年
が
補
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
大
半
は
申
・
商
校
生
に
よ
る
グ
ル

ー
プ
で
の
非
行
で
す
。

▼
女
子
の
非
行

刑
法
犯
で
補
導
さ
れ
た
女
子
少
年
は

全
体
の
一
五
％
で
ほ
と
ん
ど
が
万
引
き

で
す
。
ま
た
、
た
か
り
や
柴
団
リ
ン
チ

な
ど
も
多
く
、
粗
暴
化
し
て
い
ま
す
。

▼
性
非
行

街
に
は
ん
ら
ん
す
る
映
画
・
ポ
ス
タ

ー
・
週
刊
誌
の
性
に
対
す
る
マ
ス
コ
ミ

な
ど
の
影
響
を
受
け
て
、
青
少
年
の
性

犯
が
増
え
て
い
ま
す
。
性
非
行
少
年
四

百
七
十
五
人
の
う
ち
約
半
数
が
高
校

生
で
、
売
春
や
不
純
異
性
交
遊
な
ど
性

の
乱
れ
が
目
立
ち
ま
す
。

少
年
・
少
女
の
外
出
が
多
く
帰
宅
時

間
が
遅
く
な
る
と
き
は
卦
祁
必
賢

す
。
特
に
女
手
の
場
合
は
、
母
親
が
同

性
と
し
て
よ
く
心
理
を
つ
か
頃
日
こ

ろ
か
ら
の
対
話
偏
導
が
卦
で
す
。

▼
ニ
ス
の
乱
用

シ
ン
ナ
ー
・
接
着
剤
な
ど
の
乱
用
で

補
導
さ
れ
た
少
年
は
千
七
百
九
十
一
人

で
、
う
ち
少
年
三
人
が
死
亡
し
て
い
ま

す
。
薬
物
別
で
は
シ
ン
ナ
ー
一
七
％
、

接
着
剤
二
一
％
、
ニ
ス
六
一
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

シ
ン
ナ
」
な
ど
を
乱
用
す
る
と
精
神

障
害
を
起
こ
し
、
身
体
に
は
極
め
て
有

害
な
物
質
で
す
。

▼
家
出

毎
年
二
千
人
以
上
の
家
出
少
年
が
県

内
で
発
見
・
保
葦
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
因
と
し
て
は
異
性
関
係
、
学
校
療

い
、
放
浪
輿
家
庭
不
和
な
ど
が
主
な

も
の
で
す
。

家
出
少
年
の
約
半
数
が
女
子
で
、
中

に
は
盗
み
、
た
か
り
」
不
純
異
性
交
遊

な
ど
の
非
行
に
走
り
、
あ
る
い
は
悪
い

°

＿

°

大
人
の
え
じ
き
と
な
っ
て
、
と
り
返
し

の
つ
か
な
い
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

。飲酒、喫煙、怠乳夜遊びなど非行の芽を早くつみとりましょう。　享
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青
少
年
の
悪
い
芽
は

早
く
つ
み
と
り
ま
し
ょ
う

子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
な
い
親
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
子
ど
も
が
非
行
を
犯
し
て
か
ら
「
し

ま
っ
た
」
と
い
い
ま
す
。
実
は
そ
の
子

1
己
は
次
の
よ
う
な
不
良
の
徴
候
が
あ
っ

．
た
は
ず
で
、
た
だ
、
親
が
気
が
つ
か
な

か
っ
た
の
で
す
。

・
言
葉
づ
か
い
や
態
度
が
変
っ
て
く
る

・
手
紙
や
喝
話
に
賢
慮
感
に
な
㌧

れ
・
ｌ
 
Ｔ
や
る

着
塙
袋
や
身
の
ま
わ
り
品
が
急
に
変
っ

、

√

巨

ト

．

て
く
る

・
変
な
友
だ
ち
が
た
ず
ね
て
く
る
よ
う

に
な
る

三
つ
そ
が
多
く
な
る

・
帰
宅
時
間
が
一
定
し
な
い
よ
う
に
な

る・
学
校
の
成
欝
急
熱
針
Ｈ

不
良
化
防
止
の
早
期
診
断
を
心
が
け

子
ど
も
が
将
来
を
誤
ら
な
い
よ
う
や
さ

し
く
見
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
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大
風
収
入
役
が
退
職

後
任
に
豊
沢
侍
三
氏

豊沢俸三氏

今
年
の
二
月
、
三
期
目
の
収
入
役
と

し
て
就
任
さ
れ
て
い
た
大
貝
寿
丸
氏
が

病
気
の
た
め
、
七
月
十
二
目
付
で
退
職

さ
れ
ま
し
た
。

大
泉
氏
は
昭
和
十
七
年
に
町
職
員
に

な
っ
て
以
来
、
三
十
四
年
間
の
長
き
に

わ
た
っ
て
町
行
政
に
た
す
さ
わ
り
、
そ

の
間
、
教
育
課
長
、
総
務
課
長
な
ど
を

歴
任
後
、
昭
和
四
十
三
年
に
収
入
役
に

就
任
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
し
た
。

後
任
と
し
て
同
和
対
策
室
長
で
あ
っ

た
豊
沢
侍
三
氏
が
八
月
一
日
付
で
、
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

略
　
歴

生
年
月
日
　
大
正
1
4
年
1
1
月
1
0
日

現
住
所
　
水
巻
町
大
字
下
二

学
　
歴
　
昭
和
1
9
年
3
月
福
岡
県

立
東
筑
中
学
校
卒
業

職
歴
昭
和
2
2
年
9
月
　
水
巻
町
雇

〃
　
4
6
年
4
月
　
厚
生
課
長

〃
　
4
9
年
7
月
　
同
和
対
策
室
長

〃
　
5
1
年
8
月
　
収
入
役
に
選
任

黙
と
う
奉
ｌ
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
町
で
は
八
月
十
六
日
五
時

半
か
ら
頃
未
慰
霊
塔
で
、
戦
没
者
の
盆

供
養
を
行
い
ま
す
の
で
、
遺
族
の
か
た

は
お
参
り
く
だ
さ
い
ｂ
な
お
、
当
日
が

雨
天
の
と
き
は
翌
日
に
頓
延
し
ま
す
。

町
代
表
選
手
に
、

応

援

を

第
十
七
回
遠
賀
郡
民
体
育
大
会
が

正
午
に
は
黙
と
う
を

戦
没
者
の

追
悼
式
と
盆
供
養

国
で
は
、
八
月
十
五
日
に
戦
没
者
の

追
悼
式
を
行
い
、
町
で
も
こ
の
日
の
正

午
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、

梅
ノ
木
団
地
に

住
居
表
示

町
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
水
巻
町

総
合
開
発
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て

新
し
い
町
づ
く
り
を
押
し
進
め
て
い
ま

す
。昨
年
か
ら
旧
目
炭
社
宅
の
古
賀
区
・

梅
ノ
木
区
の
一
部
に
建
設
中
の
公
団
住

宅
に
、
住
居
表
示
の
法
律
に
基
づ
い
て

住
居
表
示
を
行
な
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
従
来
の
大
字
古
賀
二
六
〇
三
番

地
の
表
示
を
、
街
区
方
式
に
よ
り
梅
ノ

木
団
地
〇
番
〇
号
（
梅
ノ
木
団
地
〇
番

地
）
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

八
月
二
十
二
日
に
水
巻

町
他
、
郡
内
の
各
会
場

で
開
か
れ
ま
す
。
全
種

目
に
町
代
表
選
手
が
出

場
し
ま
す
の
で
、
町
民

の
か
た
の
多
数
の
応
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
8
月
2
2
日

▽
種
目
と
会
場

陸
上
競
技
　
水
巻
申
グ
ラ
ン
ド

バ
ス
ケ
ッ
ト
　
水
巻
南
中
体
育

．
弓
道
相
撲

卓
球
　
伊
左
座
小
体
育

館

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

岡
垣
町
児
童

体
育
館

柔
道
　
芦
屋
町
体
育
館

剣
道
　
猪
熊
小
体
育
館

水
巻
町
弓
道
場
　
′

芦
屋
町
相
撲
場

軟
式
野
球
　
芦
屋
申
グ
ラ
ン
ド

、＼

一台風に備えよう一

台風のもっているエネルギーの大きさは，

私たちには想像がつかないほど大きなもので

す。したがって大きな被害をもたらす結果と

もなります。

この台風災害も、私たちの工夫と努力であ

る程度は防げるものです。台風がやってくる

前に次のような対策をたてて台風に備えてお

き患しょう。

1．停電に備え、懐中電灯，トランジスター

ラジオなどを用意しておきましょう。

2．㌧大工道具などを出して，いつでも使える
ｌ

ようにしておきましょう。

3・建物の補執こぬかりがないかもう一度確

認しましょう。

4．医薬品などを用意しておきましょう。

本
年
度
実
施
す
る
区
域
は
、
旧
日
炭

社
宅
の
古
賀
区
・
樺
ノ
木
区
に
建
設
中

の
公
田
住
宅
の
一
円
で
す
が
、
町
で
は

徐
々
に
住
居
表
示
を
全
町
に
わ
た
っ
て

行
な
う
計
画
で
す
。

不
起
訴
処
分
に
不
満

の
か
た

気
軽
に
審
査
申
立
て
を

詐
欺
・
お
ど
し
・
傷
害
・
暴
行
・
交

通
事
故
な
ど
の
被
害
を
う
け
、
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
事
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
つ
ま

り
不
起
訴
処
分
は
ど
う
も
納
得
で
き
な

い
－
。
こ
ん
な
不
満
を
も
っ
て
い
る

か
た
は
い
ま
せ
ん
か
。
そ
う
い
う
か
た

は
そ
の
ま
ゝ
泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
検

察
審
査
会
に
相
談
く
だ
さ
里

犯
罪
を
告
訴
、
告
発
し
た
人
や
、
犯

罪
に
よ
っ
一
品
署
受
け
た
人
で
検
事
の

不
起
訴
処
分
に
不
服
の
あ
る
か
た
は
、

ｌ

、

．

だ
れ
で
も
審
査
申
立
て
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

田
立
の
費
用
は
無
料
で
、
く
わ
し
く

は
小
倉
検
察
審
査
会
事
務
局
（
電
5
6

1
・
3
4
3
1
）
に
問
い
合
せ
て
く
だ

さ
い
。

痴
漢
の
防
止

映
画
や
テ
レ
ビ
に
性
が
安
易
に
扱
わ

れ
る
社
会
風
軒
の
中
で
、
夏
は
服
装
や

戸
締
り
が
開
放
的
と
な
っ
て
、
最
も
痴

漢
の
つ
け
入
り
や
す
い
時
期
で
す
。

昨
年
の
七
・
八
月
の
二
ケ
月
間
に
県

下
で
百
九
十
六
件
の
痴
漠
被
害
の
届
出

が
あ
っ
て
い
ま
す
。

痴
漢
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

♂
夜
帰
宅
が
遅
く
な
っ
た
と
き
は
、
駅

ｔ
ゼ
バ
ス
停
ま
で
家
の
人
に
出
迎
え
に

来
て
も
ら
う
か
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用

す
る
。

○
同
じ
方
向
に
帰
る
者
璃
近
所
の
者

同
志
で
連
絡
を
と
り
あ
っ
て
待
ち
合

わ
せ
て
一
緒
に
帰
り
、
暗
い
夜
道
は

一
人
で
歩
か
な
い
。

○
や
む
を
得
ず
一
人
歩
き
に
な
る
と
き

は
二
〇
番
ブ
ザ
ー
を
携
帯
し
、
明

る
い
道
を
通
り
ま
し
ょ
う
。

○
家
の
申
（
浴
室
・
便
所
・
寝
室
な

ど
）
は
外
か
ら
の
ぞ
か
れ
な
い
よ
う

に
し
、
必
ず
戸
締
り
を
確
め
ま
し
ょ

う
。

ご
み
は
本
道
路
ま
で

出
し
て
く
だ
さ
い

・
ご
み
は
本
通
り
の
道
路
ま
で
出
し
て

く
だ
さ
い
（
十
月
か
ら
は
本
通
り
ま

で
出
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
は
収
集
で

き
ま
せ
ん
の
で
こ
協
力
く
だ
さ
い
）

ま
た
、
ご
み
出
し
に
つ
い
て
の
現

地
で
の
話
し
合
い
に
応
じ
ま
す
の
で

町
衛
生
係
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
ご
み
は
五
～
十
軒
く
ら
い
ま
と
め
て

出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
燃
え
る
ご
み
の
串
に
燃
え
な
い
ご
み

を
入
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談

八
月
の
心
配
こ
と
相
談
は
次
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

も
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

今
月
は
特
に
社
会
保
険
の
改
正
に
伴

い
（
健
康
保
険
は
七
月
、
厚
生
年
金
は

1
八
月
か
ら
）
そ
れ
ぞ
れ
改
正
通
用
さ
れ

、
ま
す
の
で
、
細
か
い
点
に
つ
い
て
も
皆

さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。田
3
日

目
時
　
8
月
1
6
・
2
6
日
や
い
づ
れ
も
1
3

時
～
1
6
時
3
0
分

場
所
　
町
民
会
館
日
本
間



㌣」

老
人
専
用
居
室
の
建
築
に

整
備
資
金
を
貸
付
け
ま
す

す
。
特
に
一

日
の
う
ち
で

を
大
切
に

最
近
水
の
使
用
料

が
増
加
し
て
い
ま

節

水

に

冊‖冊粧紹和51年8月10日　脚冊冊舶用…酬酬冊…Ⅲ冊Ⅲ…冊皿＝刷棚広瑠ｈ

県
で
は
、
六
十
歳
以
上
の
か
た
と
同

居
し
て
い
る
か
た
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
し
て
い
る
か
た
が
、
老
人
の
た
め

の
専
用
居
室
を
増
築
ま
た
は
改
築
す
る

場
合
に
必
要
な
整
備
資
金
の
貸
付
け
を

行
い
ま
す
。

貸
付
け
の
申
込
み
が
で
き
る

か
た

①
現
在
六
十
歳
以
上
の
老
人
と
同
居

し
て
い
る
か
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

し
て
い
る
か
た

②
県
内
に
引
き
続
き
一
年
以
上
住
ん

で
い
る
か
た

㊥
貸
付
金
を
償
還
す
る
見
込
み
の
あ

る
か
た
④
五
十
二
年
三
月
三
十
盲
ま
で
に

工
事
が
完
了
で
き
る
見
込
み
の
あ
る
か

た
貸
付
け
の
対
象
と
な
る
工
事

貸
付
け
希
望
者
が
現
在
土
地
・
建
物

を
所
有
し
、
ま
た
、
第
三
者
か
ら
借
用

し
、
か
つ
居
任
し
て
い
る
家
屋
に
老
人

専
用
居
室
を
増
築
ま
た
は
改
築
す
る
場

合

貸
付
条
件

①
貸
付
予
定
件
数
県
下
で
百
件

㊦
貸
付
限
度
額
　
六
十
万
円

㊥
利
息
　
年
三
パ
ー
セ
ン
ト

①
償
還
期
限
　
貸
付
け
の
属
す
る
月
の

翌
月
か
ら
起
算
し
て
十
年
以
内
（
据

置
期
間
六
ケ
月
を
含
む
）

㊥
償
還
方
法
元
利
均
等
に
よ
る
月
賦

償
還

㊥
担
保
　
不
要

⑦
保
証
人
連
帯
保
証
人
二
人

申
込
受
付
期
限
　
8
月
2
0
日
ま
で

申
込
受
付
場
所
　
町
老
人
児
童
課

福
岡
県
職
員
募
集

◇
受
付
期
間
　
9
月
1
日
～
9
月
2
0
日

◇
試
験
の
種
類
と
区
分

上
級
　
栄
贅
士

中
級
行
政
事
務
化

初
級
一
般
事
務
Ａ
他

◇
試
験
日

第
一
次
試
験
　
1
0
月
1
7
日

琴
一
次
試
験
　
1
1
月
中
旬

水
を
大
童
に
使
用
す
る
時
間
帯
（
年

前
7
時
か
ら
1
0
時
3
0
分
ま
で
と
、
年

後
4
時
3
0
分
か
ら
9
時
3
0
分
ま
で
）

は
各
所
で
水
圧
の
低
下
や
ｌ
時
断
水
、

が
生
じ
て
い
ま
す
の
で
、
節
水
に
こ

協
力
く
だ
さ
い
。

ご

協

力

く

だ

さ

。
庭
・
道
路
の
散
水
は
や
め
て
く
だ

さ
い
。

。
洗
車
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

。
風
呂
の
水
は
臨
画
少
し
つ
つ
溜
め

て
く
だ
さ
い
。

。
出
し
放
し
の
洗
面
は
や
め
る
よ
う

習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

い
　
◎
満
水
筒
所
を
発
見
し
た

と
き
は
、
す
ぐ
に
町
水
道
課
に
連

絡
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
用
紙
の
請
求
と
申
込
先

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
福

岡
市
博
多
区
下
川
瑞
2
－
5
〕

土
地
改
良
換
地
士
試
験

▼
受
験
資
格
　
農
岡
地
築
団
化
に
関
す

る
事
業
に
係
る
実
務
に
、
試
験
の
公

告
の
日
（
5
1
年
7
月
2
6
日
）
ま
で
に

通
算
し
て
3
年
以
上
従
事
し
た
経
験

が
あ
れ
ば
受
験
で
き
ま
す
。

▼
試
験
日

・
日
時
　
1
0
月
2
4
日

9
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分

・
場
所
受
験
者
に
受
験
票
で
通
知

し
ま
す

▼
受
付
期
限
　
8
月
1
9
日

▼
原
書
の
提
出
先

熊
本
県
熊
本
市
二
ノ
丸
町
議
二

号
、
九
州
農
政
局

狩
猟
者
講
習
会

◇
受
講
申
込
み
に
必
要
な
も
の

申
込
書
忘
、
写
真
一
枚

受
講
手
数
料

初
心
者
課
程
（
甲
種
を
除
く
）
　
二
千
円

〃
　
（
甲
種
の
み
）
　
千
五
百
円

経
験
者
課
程
　
　
　
　
千
円

◇
申
込
み
は
講
習
会
の
5
日
前
ま
で
に

県
猟
友
会
支
部
を
通
じ
て
八
幡
農
林

事
務
所
林
務
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◇
講
習
会
の
日
時
と
会
場

会
場
　
八
幡
東
区
中
宍
2
丁
目
、

北
九
州
市
勤
労
者
会
館
（
八
幡
警
察

署
前
）
日
時
　
経
験
者
　
8
月
2
5
日
・

8
時
3
0
分
か
ら

第
十
二
回
水
巻
町
少
年
野
球
大
会

も
　
町
で
は
第
十
二

回
水
巻
町
少
年
野

球
大
会
を
開
き
ま

す
。こ
れ
は
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
青

少
年
の
心
身
の
練
磨
を
は
か
る
と
と
も

に
、
苛
少
年
健
全
育
成
の
推
進
に
資
す

る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
▽
期
間
　
8
月
1
8
日
～
2
4
日

▽
会
場
　
役
場
横
グ
ラ
ン
ド

▽
チ
ー
ム
編
成
基
準
　
チ
ー
ム
編
成
は

地
区
姦
等
位
と
し
、
小
啓
一
。
」

、

一

′

．

一

．

1

ど

こ

　

1

才

　

　

ｌ

Ｐ

 

ｒ

町

一

　

■

Ｊ

　

　

　

］

　

　

ヨ

柑

部
・
中
学
生
の
部
各
一
チ
ー
ム
と
す

る
。

▽
参
加
申
込
み
　
規
定
の
申
込
書
に
よ

誓
町
教
育
委
員
会
事
務
局
あ
て
由

込
む
こ
と
し
、

▽
申
込
締
切
　
8
月
1
2
日

◎
本
大
会
は
あ
く
ま
で
も
青
少
年
健
全

育
成
の
た
め
の
親
睦
至
等
す
か
ら

ト
ラ
ブ
ル
の
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
お

互
い
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

試
合
中
に
生
じ
た
事
静
に
つ
い
て
は

責
任
を
も
ち
ま
せ
ん
の
で
こ
注
意
く

だ

さ

い

。

　

　

＼

開
会
式
．
・
試
合
日
程
な
ど
に
つ
い

て
は
、
盟
督
会
議
（
8
月
1
2
日
）
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

、
㌔
－

初
心
者
　
9
月
1
6
・
1
7
日

8
時
3
0
分
か
ら

点

訳

奉

仕

員

養

成

講

習

会

◇
対
象
者
と
人
員

一
般
希
望
者
及
び
高
校
生
以
上
の

人
で
、
点
訳
奉
仕
汚
動
を
永
続
す
る

意
志
の
あ
る
人
。
4
0
名
以
内
。

一
◇
受
講
期
間

9
月
1
1
日
か
ら
1
1
月
2
7
日
ま
で
1
2

回
。
毎
週
土
曜
日
午
後
2
時
か
ら
4

時
ま
で

◇
会
場
　
役
場
東
別
館

◇
受
講
料
　
無
料

◇
応
募
要
領
　
受
講
希
望
者
は
、
9
月

4
日
ま
で
に
町
厚
生
課
民
生
係
に
申

込
み
く
だ
さ
い
。

母
子
保
健
相
談
室

◇
日
時
　
8
月
2
0
日

9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

～
◇
会
場
　
吉
田
団
地
公
民
館

．
◇
内
容
　
育
児
・
家
族
計
画
相
談
指
導

、
ｌ

六
身
長
・
体
重
測
定
）
。
家
族
計
画

に
つ
い
て
は
器
具
・
薬
品
も
若
手
準

備
し
て
い
ま
す
。
ｉ

ｒ
ｌ
、
よ
お
、
成
人
醇
教
室
烙
休
み
ま
す
。

ぶ
丁
′
ｒ
ト

花
火
あ
そ
び

そ
ば
に
は
水
を

最
近
子
ど
も
の
花
火
遊
び
で
の
事
故

が
増
え
て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
気
を

つ
け
て
花
火
の
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
。
。
た
く
さ
ん
の
花
火
を
ま
と
め
、
一
度

に
は
火
を
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る

・
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え

や
す
い
物
の
あ
る
場
所
で
は
や
め
ま

し
ょ
う

・
遊
ぶ
と
き
は
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て

お
き
ま
し
ょ
う

5820

1394

1017

0527

医宅在日　曜
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科
料
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児
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内
円
眼
皮

院
院
院
院

8月15日’　中　村　医

22日　　有　留　医

9諸呂
長谷Ｊ日医

日　　伊　藤　医

診察時間は9時～17時、原則として往診はしません。
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穎
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へ

電
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□
　
印
　
刷
　
冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
令
資
　
金
　
杜


